




要約:東京都母子保健サービスセンタ-に登録された膠原病合併妊娠より娩出された新生児

の予後と合併症について調べた。膠原病は全身性エリテマトーデス(SLE)、強皮症(PSS)、

皮膚筋炎・多発性筋炎(DM ・ PM)、シェーグレン症候群(SJS)、混合性結合組織病(MCTD)結

節性多発動脈炎(PAN)、 リウマチ熱(RF)、慢性関節リウマチ(RA)としたが抗リン脂質抗体

症候群(APAS)も含めた。SLE53 例、APAS9 例、RA8 例、PSS 3 例、DM ・ PM2 例、 SJS7 例、

MCTD6 例、分類不能 1例、計 89 例(4 例の重複例を含む)が得られた。他の膠原病例はなか

った。SLE、APAS、 SJS 合併の妊婦は PSS、DM ・ PM、MCTD 合併例に比し早期産児、低出

生体重児、入院扱いとなった児、呼吸障害をともなった児、新生児経過が異常であった児、

の発生率が高く周産期管理が重要と思われた。


